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～持続可能な農業の実現を目指して～

あけまして
おめでとうございます

本格的に雪が降る時期となりました

大切な樹の雪害対策はお済みですか？
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… 倒木や枝折れを防ぐには …

◎わい性台・苗木や若木

主幹や枝をヒモなどで支柱にきつく結束し、雪に埋もれそうな枝は、
先端が上向きになる程度まで吊り上げる。

◎普通台

支柱の点検･入れ直しを行い、冬期間に外れないようにする。昨年の
反省を活かし、雪が多い園地や北向きの園地では特にこまめに支柱を入
れる。また、徒長枝を整理し、不要な大枝は切り落とす。腐らん病感染
防止のため、切り口には忘れずに塗布剤を塗る。

※まとまった雪が降り、樹に積もった場合は、可能な範囲で新しく軽い
うちに下ろすことが効果的。

昨冬の大雪に続いて、今冬も大雪の

予想がされております。冬期間の農作

業も、ケガや事故のないよう十分注意

して行うようにしてください。

クマの目撃情報も寄せられておりま

す。もしクマと遭遇してしまった場合の

対処方法は、本誌４ページに詳しく記

載しております。万が一の際に対応す

るためにも、ご一読くださるようお願い

いたします。

冬期間の農家相談窓口

開設について

冬期間の農作業も

安全第一で行いましょう

市農林課では、昨冬に続いて雪害等に

関する相談窓口を開設します。ご相談の

ある方は、市農林課（産業会館3階）へお

越しになるか、下記までご連絡ください。

農業以外の雪害に関するご相談は、令

和8年2月28日まで「雪に関する総合窓

口」を設置しておりますので、下記までご

連絡ください。

市農林課 りんご農産係
☎52-2111(内線654・655)お問合わせ

市防災管理室 防災管理係
☎52-2111
(内線102・104・105)

お問合わせ
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… 多くの農業者の方に申請いただきました …

市では、昨冬の豪雪により被害を受けた生産基盤の復旧を促進するため、苗木、

塗布材、枝受支柱の購入経費や防風網、農業用ハウスの修復に要する経費の一部

を支援しました。

活用してくださった農業者の方は、当事業を最大限に活かし、今後も園地の適

正な管理を継続してくださるようお願い申し上げます。

市農林課りんご農産係 ☎52-2111(内線654・655)お問い合わせ

Before

After

令和７年度黒石市雪害復旧緊急支援事業

昭和４７年にデビューし、かつては青森県の推奨米として生産
されていた「寿司専用米ムツニシキ」。収量が少ないことや生産
の難しさから奨励品種から外れ、生産が途絶えてしまいました。
しかし、平成２７年に黒石市が「青天の霹靂」との差別化を目

指し、米どころ黒石市の将来を担うブランド米として試行錯誤の
末、見事復活を果たしました。

ムツニシキは、黒石市でしか生産されていない貴重な品種であり、粘りが少なく、
あっさりとした口当たりで、一粒一粒がしっかりしているため、寿司米として最適
な特徴を持っております。現在は、県内のすし店２１店舗で取り扱われ、寿司職人
からも好評を得ております。

年 度
慣行栽培 有機栽培

生産者数 作付面積 生産量 生産者数 作付面積 生産量

令和５年度 9人 81,226㎡ 33,960㎏ 4人 13,764㎡ 3,540㎏

令和６年度 8人 76,520㎡ 30,240㎏ 4人 23,975㎡ 3,090㎏

令和７年度 7人 56,878㎡ 22,290㎏ 4人 17,402㎡ 1,830㎏

… 寿司専用米ムツニシキの生産実績 …

※上記実績には、１法人が含まれていないため、市全体の生産量とは異なります。

ムツニシキの作付に興味がある方は、下記までお問い合わせください。

市農林課りんご農産係 ☎52-2111(内線654)お問い合わせ

『ムツニシキ』作付してみませんか？
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市農林課六次産業化推進係 ☎52-2111(内線653)お問い合わせ

有機農業者の増加を目的とした事業一覧

くろいし有機農業産地づくり緊急対策事業

・有機JAS認証を目指し生産する有機農産物の生産に要する有機資
材の経費の1/2以内を補助

・有機JAS認証の取得に要する経費を補助（全額）

有機転換推進事業

・慣行栽培から新たに有機栽培へ転換する作物に対し、10アール
あたり20,000円を補助（初年度のみ）

当市では、令和４年度に県内初となる
「オーガニックビレッジ宣言」を行い、有機
農業推進に取り組んでいます。
有機農業に興味がある方は、下記までお問

い合わせください。

『有機農業』
はじめませんか？

ヤミ小作を続けていませんか？

農地法では、「許可を受けていないでし

た行為は、その効果を生じない」と規定さ

れています。トラブルが発生しないように

農地の貸し借りをする場合には、必ず市町

村や農業委員会へ手続きしてください。

公的機関である農地中間管理機構が仲介

することで、安心して農地の貸し借りが行

える「農地中間管理事業」を積極的に活用

しましょう。

「農地中間管理事業」を活用しよう！

市農林課りんご農産係 ☎52-2111(内線654)お問い合わせ

昔から親戚・知人に口約束

だけで農地を貸している

貸し借りの手続きをしてい

るかどうかわからない…

貸し借りの手続きは面倒だ

からヤミ小作をしている
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市では、りんごのセミドライ加工につい

て指導と試作サポートを行っております。

ぜひこの機会に、ソフトな食感と強い甘み

が特徴的な「セミドライりんご」を試作し

てみませんか。

ご興味のある方は、下記担当までお気軽

にご連絡ください。

第１６号（５） 農 業 く ろ い し ２０２６年（令和８年）１月１日

●目的

農業経営基盤強化促進法の基づく認定

農業者及び新規認定農業者が、経営感覚

に優れた農業経営体を目指し、農業経営

規模拡大、生産方式・経営管理の合理化、

農業従事態様の改善等の農業経営改善を

図る。

●活動内容

・経営改善及び経営管理の向上のための

講習・研修

・農業経営の指導活動 など

●会費 会員１人につき年額5,000円

市農林課六次産業化推進係 ☎52-2111(内線653)

●目的
地域の有機農業者や農業関係団体、
行政等が連携して有機農業振興の核と
なる推進体制を構築し、農業者が環境
に適した有機生産技術の確立と、有機
農業を実践する農業者の拡大と地域の
活性化を図る。

●活動内容
・地域内外の有機農業者との連携
・有機農業技術を習得するための実践
研修の実施
・有機農産物の販路確保のための実需
者との情報交換 など

●会費 無料

「セミドライりんご」

作ってみませんか？

市農林課六次産業化推進係
☎52-2111(内線652)

お問い合わせ

～りんごのセミドライの起業について～

お問い合わせ

各協会・協議会に加入して

有益な知識や技術を取得しよう！
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「農業くろいし」

現在、「農業くろいし」は農事振興組合を通じ配布しております

が、今後は下記のとおりデジタル化による配信を検討しているとこ

ろです。このデジタル化は、配布に係る組合の皆様のご負担を軽減

することと、速やかに農業に関する情報を配信することを主な目的

としております。

今後の市の方針としまして、デジタル化への移行準備が整い次第、

最終的には農事振興組合を通しての配布は廃止することを検討して

おります。

デジタル化配信及び農事振興組合による配布の廃止に係る詳細に

つきましては、「農業くろいし」にてお知らせいたしますので、引

き続き「農業くろいし」をご高覧くださるようお願いいたします。

移行時期 令和８年度中

配信内容 ①農業くろいし ②クマ等の出没緊急速報

③農業に関する事業などの紹介 ④臨時生産情報

⑤その他

その他 デジタル機器の操作に不安がある方には、市農林課にて

操作のお手伝いをさせていただきますのでお気軽にお越

しください。これまでどおり紙媒体での配布をご希望の

方は、市農林課及び各公民館への設置を継続する予定で

すので、お求めくださるようお願いいたします。

市農林課 六次産業化推進係 ☎52-2111(内線653)お問い合わせ

市公式LINEの登録で「農業くろいし」が
いつでも・どこでも読めます！

詳しい登録方法は本誌７ページをチェック！！

＼ スマホで登録できます／

になります！
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